
ボーリング柱状図

調 査 名  東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設整備工事(高知県室戸市地区)

事業 ・工事名   

ボ ー リ ン グ 名 Ｈ ２ 調査位置 高知県室戸市室戸岬町 6 8 1 1 番地 　室戸市中央公園臨時駐車場 北 緯 3 3 ﾟ  1 7 '  0 7 . 6 1 "

東 経 1 3 4 ﾟ  0 9 '  2 2 . 7 0 "発 注 機 関 独 立 行 政 法 人 　 産 業 技 術 総 合 研 究 所 調査期間 平成  1 9年  9月  7日  ～  2 0年  3月  2 5日

調 査 業 者 名
サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 3 - 3 6 8 3 - 7 1 2 3 )
主任技師 堀 川 　 滋 雄

現 場
代 理 人

吉 岡 　 正 光
コ ア
鑑 定 者

堀 川 　 滋 雄
ボーリング
責 任 者

川 脇 　 則 和
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深度0～180m間，スライムにより地質判定
実施。

深度8m以浅，排水色は暗茶色を呈す（風
化岩）

深度19.0～19.45m間，若干の逸水あり。
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深度8～50m間，硬質な礫を多く含有した
泥岩主体から成り，不均質である（排水
色：暗灰）。

深度50～57m間，暗灰色の泥岩主体。スラ
イムには少量の石英片混入。

深度57～62m間，亀裂多く，掘進時にはバ
イブレーション顕著。

深度62～68m間，暗灰色の泥岩主体。亀裂
少なく，岩盤安定。
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深度68～100m間，暗灰色の泥岩主体。全
体に多亀裂であり，所々，安定した箇所
が認められるものの，掘削時にはバイブ
レーション顕著。

深度100～120m間，暗灰色の泥岩主体。全
体に亀裂多く，掘進時にはバイブレーシ
ョン顕著。逸水・湧水等認められず。
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深度120～130m間，砂岩が多く分布。
深度125～129m間，砂岩が連続する。

深度130.115～140.998m間，ストレーナ設
置。
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深度130～180m間，暗灰色の泥岩主体。岩
盤は比較的安定しており，一部，多亀裂
部が混在。

φ5～30mmの硬質な砂岩礫を多量に有す泥
岩。岩片には縦亀裂が幾条にも発達して
おり，基質は少量の粘土分を帯びてやや
軟質である。
岩片はハンマーの軽打で濁音を発す。
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γ

岩片は新鮮堅硬。
傾斜70ﾟの亀裂が5～10cm間隔で発達し，
亀裂沿いの岩片は角礫状を成す。
深度180.27～180.71m　硬質な砂岩礫混入。
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岩片は新鮮堅硬。
10～20cmの短柱状コアを主体とする。亀
裂の傾斜は水平～30ﾟを主体とし，亀裂面
は概ね新鮮である。

C
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コアには不規則に湾曲しながら延びる縦
亀裂が密集しており，亀裂沿いの岩片は
角礫状～粘土混じり角礫状コアを成す。
深度188.10～188.80m　縦亀裂が発達して
おり，亀裂間には幅2cmほどの粘土混じり
角礫状コアが挟在。
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φ5mm～15cm大の硬質な砂岩礫を多く有す
泥岩。礫外周の基質は，やや剥離しやす
く，コア肌が粗い。亀裂の傾斜は水平～
50ﾟを主体（10～15cm間隔）として，傾斜
70ﾟの亀裂が1mあたり1本程度の間隔で混
入。
亀裂面では角礫状コアを成す箇所が多く
存在するが，粘土分は認められない。
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